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	スライド 1: 〈アプリを併用した就労アセスメントの専門性向上のための研修の開発についての研究〉 アセスメント研修の評価
	スライド 2: １.目的  心身の変調の大きい障害者の就労支援に向けて開発したアプリ[わらいふ]（図１）を併用した[就労アセスメント研修］（表１）を試行した結果のうち、次の2点について報告する。  [本研修全体を通じた受講前後の自己評価の変化の検討] 本研修全体を通じて「一般目標（GIO）、到達目標（SBOｓ）、アセスメントスキル」の3項目について、研修受講前後の自己評価の変化を検討する（表１） 。  [演習の種類による自己評価の差の検討] 講義は受講者全員が同一のオンデマンド動画を視聴したが、アセスメン
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: ２　方法 (１)データ収集 ア　研修受講前 オンデマンド動画視聴前に「GIO、SBOｓ、アセスメントスキル」について自己評価を「１.十分にできる～４.できない」の4件法で回答を求めた。 イ　全研修受講後 オンデマンド動画と集合研修の全研修プログラム終了後に「GIO、SBOｓ、アセスメントスキル、研修理解度、研修満足度」について自己評価を調査した。「研修内容の理解度」の評価基準は「１.よく理解できた～４.全く理解できなかった」、「研修内容の満足度」は「１.とても良かった～４.良くなかった」の
	スライド 6: 3　結果  (1) [本研修全体を通じた受講前後の自己評価の変化] GIO、SBOｓは全体に正の変化が見られ、SBOｓの「障害者雇用・就労支援の理念、目的を述べることができる」以外は1％水準で有意差が認められた。アセスメントスキルは全体に正の変化が見られ「自己と仕事の折り合いの程度」「本人が希望する就労に必要なソフトスキルの習熟度」「地域の障害者雇用の種類や仕事内容の多様さ」について５％水準で有意差が認められた。  (2) [演習の種類による自己評価の差の検討] GIO、SBOｓは群間に有
	スライド 7: ４　考察 (１) [本研修全体を通じた受講前後の自己評価の変化] 全体に正の変化が見られたことは、演習が功を奏したとも考え得る。「地域の障害者雇用の種類や仕事内容の多様さ」のアセスメント自己評価が高かったことは、令和5年度の調査で地域特性への関心が高かったことと関連があると考えられる。  (２) [演習の種類による自己評価の差の検討] 　単純集計ではデモンストレーション群の理解度と満足度がロールプレイ群とよりも高かったが、有意差が確認できなかった。原因としてｎ数の少なさや、受講前の自己評価
	スライド 8: ５　結論 　令和5年度の研修ニーズ調査結果を踏まえ、［就労アセスメント研修］を試行した。[本研修全体を通じた受講前後の自己評価の変化][演習の種類による自己評価の差]の検討を行った結果、全体に改善が見られたが、有意差が見られた項目は少なかった。ロールプレイもデモンストレーションも有効な方法であり、両者を組み合わせた演習も考えられる。

